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既設埋設排水管　Φ500
ｺﾝｸﾘｰﾄ製
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工 事 名

図面の種類

縮　尺 図面番号 １/５

事業所名 津市建設部津北工事事務所

施工箇所名

図示

平面図・標準断面図

津市小舟地内

小舟地内道路修繕工事

平成２８年度北道維第２２号

平　面　図
S=1：25 0

標準断面図
S=1：10 0
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この図面はA2サイズを原寸とする。
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表層　再生密粒度As(13)　t=5cm

路盤　RC-40　t=20cm

不陸整正(2)　補足材無し
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DL=7.0
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DL=7.0
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DL=7.0

既設埋設排水管　Φ500
ｺﾝｸﾘｰﾄ製
既設埋設排水管　Φ500
ｺﾝｸﾘｰﾄ製

既設埋設排水管　Φ500
ｺﾝｸﾘｰﾄ製

既設埋設排水管　Φ500
ｺﾝｸﾘｰﾄ製

既設埋設排水管　Φ500
ｺﾝｸﾘｰﾄ製
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工 事 名

図面の種類

縮　尺 図面番号 ２/５

事業所名 津市建設部津北工事事務所

施工箇所名

１：１００

横  断  図

津市小舟地内

小舟地内道路修繕工事

平成２８年度北道維第２２号

横　断　図

No.0

▽8.69▽8.72

No.0+11.0

▽9.15▽9.16 2.0% 2.0%

No.0+18.7

No.1+1.0

FH=9.70
GH=9.70

FH=9.20
GH=9.12

FH=8.71
GH=8.71

FH=9.92
GH=9.92

▽9.50
▽9.65

舗装版破砕(1)ｍ

m2

m2

3.20

床掘り
埋戻し 1.4

3.0

表層(1) ｍ 4.50

NO.0

ｍ 2.60舗装版破砕(2)

不陸整正(1) ｍ 4.50

舗装版破砕(1)ｍ

m2

m2

1.20

1.4
2.2

表層(1) ｍ 4.80

NO.0+11.0

ｍ 3.50舗装版破砕(2)

不陸整正(1) ｍ 4.80

NO.1+1.0

表層(1) ｍ 9.50

不陸整正(1) ｍ 9.50

※～NO.0+1.5
※～NO.0+1.5

NO.0+13.0(同)

ｍ 3.85舗装版破砕(2)

表層(1) ｍ 4.10
不陸整正(1) ｍ 4.10

ｍ 3.20舗装版破砕(2)

※～NO.0+1.0
※～NO.0+1.0

2.0% 2.0%

▽9.22

▽8.87

NO.0+1.0(同)
表層(1) ｍ 4.70 ※～NO.0+1.5

不陸整正(1) ｍ 4.70 ※～NO.0+1.5

m2掘削 0.14

m2路盤 0.19

舗装版破砕(1)ｍ

m2

m2

1.20

1.7
2.5

表層(1) ｍ 4.85

NO.0+13.0

ｍ 3.50舗装版破砕(2)

不陸整正(1) ｍ 4.85

m2掘削 0.13

m2路盤 0.20

m2盛土 0.00

m2

m2
1.7
3.1

表層(1) ｍ 4.05
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ｍ 3.10舗装版破砕(2)

不陸整正(1) ｍ 4.05

m2掘削 0.22

m2路盤 0.39

m2盛土 0.17

※NO.1(同)～

※NO.1(同)～
舗装版破砕(1)ｍ

m2

m2

1.70

1.5
2.1

表層(1) ｍ 3.55

NO.0+1.5(同)

ｍ 2.90舗装版破砕(2)

不陸整正(1) ｍ 3.55

※～NO.0+1.5
※～NO.0+1.5

※～NO.0+18.7
※～NO.0+18.7

※NO.0+18.7(同)～NO.1
※NO.0+18.7(同)～NO.1

※～NO.1
※～NO.1

m2掘削 0.00

m2路盤 0.00

※～NO.1
※～NO.1

※～NO.1

この図面はA2サイズを原寸とする。

不陸整正(2) ｍ 0.21
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工 事 名

図面の種類

縮　尺 図面番号 ３/５

事業所名 津市建設部津北工事事務所

施工箇所名

図示

構造図 ( 1 )

津市小舟地内

小舟地内道路修繕工事

平成２８年度北道維第２２号

構　造　図 (1)

均しｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  1 8 - 8 - 4 0 B B

W 1

1
0
0

5
0

ｈ

□ W 2

W
1

□ W 1
T-25(滑止めﾀｲﾌﾟ)
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 普通目

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝(2)

※ｸﾞ ﾚ ｰ ﾁ ﾝ ｸ ﾞについて、車道に使用する場合は11 0°開閉式、歩道に使用する場合には開閉式を用いること。

備 考
数 量

m 2R C - 4 0基 礎 材

18-8-40(BB) m 3均しコンクリート

個

ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ集水桝

m 3

単 位規　格名　　称

同 上 型 枠 m 2

基 面 整 正 m 2

タ イ プ

W 2

W 1

ｈ m m

m m

m m

蓋タイプ( G r )

AS桝同等品以上

1 0箇所当り

t = 5 0

ﾌ ﾟ ﾚｷ ｬｽ ﾄ集水桝(2)

18-8-25(BB)

W 2 W 1

W
1

W2

1
0
0

1
0
0

5
0

ｈｈ

5
0

W 4 W 3

現場打基礎板( 2 )

T-25(滑止めﾀｲﾌﾟ)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 普通目

備 考
数 量

m 2R C - 4 0基 礎 材

1400×1180 枚現場打基礎板(2 )

個

ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ集水桝

m 3

単  位規　格名　　称

基 面 整 正 m 2

タ イ プ

W 3

W 2

W 1

ｈ m m

m m

m m

m m

m mW 4

蓋タイプ( G r )

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝(1) 1 0箇所当り

t = 5 0

AS桝同等品以上

18-8-25(BB)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝(1)

※ｸﾞ ﾚ ｰ ﾁ ﾝ ｸ ﾞについて、車道に使用する場合は11 0°開閉式、歩道に使用する場合には開閉式を用いること。

S= 1：20S = 1：2 0

- -

1 0 . 0 0

0 . 4 0

1 0 . 0 0

0 . 0 8

-

1 0 . 0 0

1 6 . 5 2

1 3 5 0

1 0 0 0

8 0 0

-

0 . 5 0

2 . 8 4

5 . 0 4

7 1 0

4 0 0

1 2 6 5

T-25 普通目

T-25 普通目

800*1000*1250

400*400*1200

1 1 8 0

1 4 0 0

縞鋼板蓋　取手付

現場打ち集水桝
S = 1 : 2 0

足掛金物 W 3 0 0

備 考
数 量

18-8-40(BB) m 3均しｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

単  位規　格名　　称

同 上 型 枠 m 2

基 面 整 正 m 2

縞 鋼 板 蓋

現場打ち集水桝 10箇所当り

-

1 . 6 0

5 . 2 0

1 6 . 0 0

600×1200×6

18-8-40(BB) m 3ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

型 枠 m 2

1 2 . 0 0

1 1 7 . 5 0

足 掛 金 物 W=300 個 3 0 . 0 0

枚 1 0 . 0 0

鉄筋コンクリートL型 250B

敷モルタル 1:3

S=1:20

450
100350

250100

8
0

1
0
0
3
0

450
均しコンクリート　18-8-40BB

L型側溝(1)(2)(3)

名　　称 規　　格 単位

敷モルタル m

m

1:3 3

3

L型側溝 250B

0.14

個 16.5

均しコンクリート 18-8-40BB

m基面整正 2

2m 2.00

0.45

4.50

均し型枠

L型側溝(1)(2)(3)

1
0
0

3
0
1
5
5

1
0
0

5
5(
5
0
)

(
1
0
5
)

※(1)型は、乗入用のL型側溝とし、( )寸法とする。

　(2)型は、斜乗入用のL型側溝とする。

摘　要

10.0m当り

数 量

均しコンクリート　18-8-40BB

敷モルタル 1:3

1
0
0

3
0

S=1:10

地先境界ブロック

名　　称 規　　格 単位

敷モルタル m

m

1:3 3

3

地先境界ブロック A種

0.04

個 16.5

均しコンクリート 18-8-40BB

m基面整正 2

2m 2.00

0.17

1.70

均し型枠

地先境界ブロック

摘　要

10.0m当り

数 量

地先境界ブロック A種

9.50 9.50

8.218.21

既設BOX
□500×500

自由勾配側溝
400×1200

既設排水管
Φ100

この図面はA2サイズを原寸とする。

（リサイクル認定製品）

（リサイクル認定製品）
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工 事 名

図面の種類

縮　尺 図面番号 ４/５

事業所名 津市建設部津北工事事務所

施工箇所名

図示

構造図 ( 2 )

津市小舟地内

小舟地内道路修繕工事

平成２８年度北道維第２２号

構　造　図 (2)

No
.0

No
.0

+1
8.

7

自由勾配側溝(1) 自由勾配側溝(2) 自由勾配側溝(3) 自由勾配側溝(4)
300×700 300×900300×800 300×1000

19
5

1
25

2
25 7
5

1
75 97 1
97 55

▽9.50

▽8.21

▽8.16
▽8.12▽8.10▽8.06▽8.04

7.51▽

▽8.69
▽8.78

▽8.97
▽9.07 ▽9.25

4000

90 1
90

▽8.18

1
70 70

▽8.21

▽9.35

2000 300020002000

自由勾配側溝(5)
400×1100

自由勾配側溝(6)
400×1200

自由勾配側溝展開図
S=1:100

W 2

1
0
0

H

W 1

h
(
平

均
)

自由勾配側溝(1)～(6)

( 2 )～ ( 6 )　均しｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ　1 8 - 8 - 4 0 B B

名　　称 規　格 単 位

個

名称
自由勾配側溝 標準用

均しコンクリート 18-8-40(BB) m 3

ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 18-8-25(BB) m 3

同 上 型 枠 m 2

基 面 整 正 m 2

W 1

W 2

H

h

m m

m m

m m

m m

※グレーチング蓋については、10 mに1枚布設すること。

10 . 0 m当り

備 考

自由勾配側溝(1)～(6)

9 4 5

( 2 )

5 . 0 0

300×800

2 . 0 0

0 . 5 5

5 . 5 0

3 0 0

5 5 0

1 0 4 5

( 3 )

5 . 0 0

300×900

2 . 0 0

0 . 5 5

5 . 5 0

3 0 0

5 5 0

1 1 4 5

( 4 )

5 . 0 0

300×1000

2 . 0 0

0 . 5 7

5 . 7 0

3 0 0

5 7 0

1 2 6 0

( 5 )

5 . 0 0

400×1100

2 . 0 0

0 . 6 8

6 . 8 0

4 0 0

6 8 0

1 3 6 0

( 6 )

5 . 0 0

400×1200

2 . 0 0

0 . 6 8

6 . 8 0

4 0 0

6 8 0

8 4 5

( 1 )

5 . 0 0

300×700

-

-

5 . 3 0

3 0 0

5 3 0

0 . 4 4 0 . 4 1 0 . 3 8 0 . 3 2 0 . 6 10 . 4 7

1 4 7 1 3 6 1 2 7 8 0 1 5 21 5 8

側溝蓋( 2 )  3 0 0用　T - 2 5 G r蓋  騒音防止ﾀ ｲ ﾌ ﾟ、 ﾉ ﾝ ｽ ﾘ ｯ ﾌ ﾟ
側溝蓋( 1 )  3 0 0用　車道用C o蓋  騒音防止ﾀ ｲ ﾌ ﾟ（ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ認定製品）

S = 1 : 2 0

4000

S = 1 : 2 0

コンクリート

18-8-25BB
1
0
0

溶接金網
φ6 100×100 5050 50190050 W1

W1+100 2000

現場打基礎板(1)(2)

コンクリート 18-8-25BB

同上型枠

路盤紙 ｸﾗﾌﾄ紙

φ6 100×100溶接金網

W1

※ 現場打基礎板(2)は、(  )寸法とする。

(1 )　現場打ち基礎板( 1 )

舗装工断面図
S = 1 : 1 0

表層　(再生密粒度As(13)) 2,350kg/m3

不陸整正(1) 補足材(RC-40) t=2cm

As乳剤(PK-3)

(1180)

(1080)

名　　称 規　格 単 位

m 3

m 2

m 2

m m

1 0枚当り

備 考

現場打基礎板(1)(2)

4 3 0

( 1 )

1 0 . 6 0

4 . 1 1

8 . 1 7

1 . 0 6

( 2 )

m 2

1 3 0 0

1 6 . 5 2

2 . 6 4

1 4 . 0 4

1 . 6 5

数　量

現場打基礎板(1) 枚 - - - - -5 . 0 0530×2000

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

集
水

桝
(1

)

80
0×

10
00

×
12

50

自由勾配側溝(5)(6)　L=5.0m自由勾配側溝(1)～(4)　L=12.0m

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

集
水

桝
(2

)

40
0×

40
0×

12
00

現
場

打
ち

集
水

桝

50
0×

11
00

×
14

30

1.00% 1.00%▽8.16

この図面はA2サイズを原寸とする。

側溝蓋( 3 )  4 0 0用　C o蓋  騒音防止ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

※3 0 0×7 0 0及び30 0×8 0 0はﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ認定製品を使用すること。

崩れ積
S=1:20

野面石　流用

均しｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40BB

同上型枠

山土客土

名　　称 規　格 単 位

m 3

m 3

1 0ｍ当り

備 考

崩れ積

-

2 . 0 0

2 . 4 0

0 . 5 0

m 2

数　量

崩れ積 野面石　流用 m 2 0 . 8 0

均しｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ　 1 8 - 8 - 4 0 B B

表層　(再生密粒度As(13)) 2,350kg/m3

As乳剤(PK-3)

不陸整正(2) 補足材無し

路盤　RC-40 t=20cm

2000 2000

5
0

平
均
　
65
0

1
50

1
0
0

500

平均　300

5
0

山 土



工 事 名

図面の種類

縮　尺 図面番号 ５/５

事業所名 津市建設部津北工事事務所

施工箇所名

図示

土 留 工 標 準 図（参考）

津市小舟地内

小舟地内道路修繕工事

平成２８年度北道維第２２号

土 留 工 標 準 図（参考）

断　面　図

アルミ腹起し材

切梁用サポート

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材
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平　面　図
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切梁用サポート

軽量鋼矢板 標準図
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切梁長さ Ｌ

有効幅 333

製品幅 355

4000

750 750 750 750

25001500 1500

4

掘削幅

掘
削

幅

掘削深
（ｍ） （ｍ）

矢板長
（段）

2.0 1

12.5

2.5

3.0

3.5

4.0

4.0

2

2

2

2

3

支保工段数

1.5＜Ｈ≦1.8

1.8＜Ｈ≦2.0

2.0＜Ｈ≦2.3

2.3＜Ｈ≦2.8

2.8＜Ｈ≦3.3

3.3＜Ｈ≦3.5

3.5＜Ｈ≦3.8

支保工段数表

S=1:20

S=1:20

S=1:5

（軽量金属支保材使用の場合）

この図面はA2サイズを原寸とする。
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